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令和４年度 第 2 回企画運営会議                           資料 3 

第 1 期開園後の管理運営について ～利用に関する検討資料～ 

１．利用の種類と開園に向けた検討事項 

・第 1 期開園後に、信太山丘陵里山自然公園の様々な利用の種類が実現できるよう、自由利用に使

えるセルフガイドツールや、持ち込みイベントの受入れ方法の検討などを進める。 

利 用 の
種類 

自由利用 指定管理者が実施す
るイベント等 

保全活動等の公民協
働活動 

NPO 等による持ち込
みイベント 

実施主体  指定管理者 指定管理者 信太の森 FAN クラブ
や、いずみの国自然
館クラブ、その他 NPO
や市民グループ（指
定管理者と共催） 

参 加 対
象者 

公園利用者自身 公園利用者 協議会会員 
公園利用者 
小学校等環境学習プ
ログラム利用者 

団体会員 
公園利用者 

利 用 の
内容 

散策や外遊びなど 自然クラフトや体験
など 

環境保全活動など 観察会やクラフト体
験など 
利用の内容 

第 １ 期
開 園 に
向 け た
検 討 事
項 

セルフガイドツール
（マップや掲示板）
の検討 

環境学習プログラム
など年間の利用プロ
グラム開催数等の検
討 

指定管理者、協議会
登録会員、ボランテ
ィア、行政との役割
分担等の検討 

持ち込みイベントの
受入れ方法等の検討 
 

２．利用プログラムのバリエーション案 

・「保全活動体験」や「自然観察」など里山の環境を活かした環境学習プログラムを実施していく。 

・「健康づくり」や「イベント」など、市民の公園レクリエーションに応える多様な利用プログラム

を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保全活動体験 

自然観察 

自然クラフト 

遊び・体験 

健康づくり 

音楽等 

イベント 

環境学習プログラム※ 

利活用プログラム 

環境保全活動への参加や、草刈
り体験など保全活動の体験 

観察ガイド、湿地観察などを信
太山の自然を観察する 

つるや木の実、間伐材など自然
の材を使ったクラフト 

虫採りや草遊びなど、里山の自然
環境を活かした遊びや体験 

ハイキングや屋外でのヨガなど、自然環境の中での心身のリフレッシ
ュや健康づくり 

音楽やダンスなどパフォーマンスの披露や鑑賞 

※「環境学習プログラム」 
 当公園の里山の自然環境に
ふれ、自然環境の保全に関す
る気づきや学び、体験がある
利用プログラムを、環境学習
プログラムとする。 

昔遊びや俳句体験など、様々な
遊びや体験 

複数のプログラムを体験できるイベントや、物産市やハンドメイド
マ―ケットなど物販イベントなど、大勢の参加者を対象とする催し 

展示 里山の自然や、史跡など歴史文化などの展示物づくりや、企画展示 
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３．利用プログラムの策定・実施手順案 

本公園の実態や特徴に適した利用プログラムをつくり実施していくため、指定管理者や NPO 等か

らの《利用プログラムの提案》に基づき指定管理者や NPO 等の実施主体が、利用プログラムの《計

画策定》を行い、《試行・実施》し、利用プログラムの参加者アンケートやスタッフの振返りなどを行

い《検証》し、利用プログラムの計画を《改善・更新》していくものとする。 

必要に応じて、信太山丘陵里山自然公園協議会総会（年 1 回開催）に《報告・相談》し、利用プロ

グラムがより本公園の特徴を活かした内容となり、自然環境保全と公園利用が両立できるよう、適宜

《アドバイス》を行う。 

 

【利用プログラムの策定・実施手順フロー案】 

 

 

 


